
評

経
済
の
昨
日
と
人
日

、

■
■

'

「
不
況
」
と
い
う
二
字
が
、
一
日
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
な
い
日
の
な
か

つ
た
こ
と
が
、
咋
年
の
日
本
経
済
の
特
質
で
あ
っ
九
。

年
あ
ら
九
ま
っ
九
今
年
も
、
本
質
的
に
は
、
事
態
の
大
幅
な
改
善
は
見
ら
れ

そ
う
に
も
な
い
。

つ
い
、
四
、
五
年
前
ま
で
、
高
度
成
長
を
語
歌
し
、
「
G
N
P
世
界
第
二
位
」

と
か
「
一
九
八
0
年
代
は
日
本
の
時
代
」
と
い
っ
た
言
葉
に
酔
い
、
日
本
経
済

の
発
股
の
み
を
信
じ
て
き
た
人
々
、
あ
る
い
は
、
現
に
「
不
況
」
に
よ
り
倒
産

の
憂
き
目
に
さ
ら
さ
れ
、
失
業
の
口
々
を
送
っ
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
、
一
日

も
早
く
、
通
り
す
ぎ
て
欲
し
い
事
態
で
あ
ろ
う
。

1

ニ
ズ
ム
か
ら
エ
ゴ
イ
ズ
ム
ヘ

マ

多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
「
克
服
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
「
不
況
」
は
、
何
に

よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
。
最
も
理
解
し
や
す
い
、
具
体
的
な
原
因
と
し

て
、
「
か
た
か
な
」
で
表
わ
さ
れ
る
三
つ
の
「
衝
撃
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
十
六
年
の
「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
,
ツ
ク
」
と
、
こ
れ
に

続
く
「
ド
ル
・
シ
,
ツ
ク
L
、
お
よ
び
、
昭
和
四
十
八
年
の
「
オ
イ
ル
・
シ
,
ツ

ク
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
、
外
か
ら
の
「
衝
撃
・
シ
,
ツ
ク
」
は
、
現
在
の
不
況
の

直
接
的
、
表
面
的
な
要
因
で
あ
り
、
よ
り
本
質
的
、
根
元
的
な
も
の
が
、
日
本

経
済
そ
の
も
の
の
中
に
内
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
を
、
私
は
、
経
済
活

動
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
喪
失
と
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
拡
大
と
規
定
す
る

坂
本
武
人

ー
ヒ

時

コ、
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こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
言
説
明
を
加
え
る
と
、
市
民
社
会
に
お
け
る
経
済

活
動
は
、
も
と
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が
、
自
か
ら
の
利
益
の
た
め
に
、
自

由
に
行
動
す
る
こ
と
が
た
て
前
と
な
っ
て
い
る
が
、
反
面
、
そ
れ
は
、
商
品
と

い
う
他
人
(
社
会
)
に
役
立
つ
も
の
を
生
産
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
特
性
を
持

つ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
た
め
全
ゴ
イ
ズ
ム
)
と
他
人
の
た
め
(
ヒ
ユ

ー
マ
ニ
ズ
ム
)
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
同
時
に
達
成
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
、
市
民
社
会
に
お
け
る
経
済
の
成
長
、
発
展
は
望
め
な
い
も
の

で
あ
る
。
し
か
る
に
、
最
近
の
日
本
経
済
(
ひ
と
り
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界

的
な
風
潮
で
あ
る
が
)
は
、
エ
ゴ
一
点
張
り
の
様
相
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
き

九
。
こ
こ
に
、
現
在
の
「
不
況
」
の
根
本
要
因
が
あ
る
と
い
え
る
。

戦
後
の
日
本
経
済
は
、
物
価
の
高
騰
、
公
害
の
発
生
な
ど
「
エ
ゴ
L
 
に
触
発

さ
れ
九
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
有
し
、
人
々
か
ら
金
と
自
然
と
健
康
を
奪
い
な
が

ら
も
、
反
面
、
目
ざ
ま
し
い
成
長
、
発
展
を
遂
げ
、
人
々
に
多
く
の
も
の
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
飢
え
や
寒
さ
か
ら
解
放
す
る
と
共
に
、
不
便
や
不
自
由

を
少
な
く
さ
せ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
内
容
を
も
有
し
て
い
九
。
私
は
、
こ
れ
を
、

「
与
え
つ
つ
奪
う
」
経
済
と
呼
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
五
、
六
年
頃
か
ら
、
国
内
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
物

中
心
」
の
生
活
か
ら
「
物
ば
な
れ
」
の
く
ら
し
を
求
め
る
気
運
が
高
ま
り
、
こ

れ
に
つ
れ
て
、
「
物
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
向
け
て
い
九
社
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
「
物
」
の
生
産
、
あ
る
い
は
消
費
過
程
で
発
生
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

解
決
を
追
る
佳
民
連
動
、
消
費
者
運
動
に
転
化
す
る
気
配
を
は
っ
き
り
と
示
す

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
九
、
海
外
か
ら
は
、
す
で
に
述
べ
九
「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ

ツ
ク
」
、
「
ド
ル
・
シ
,
ツ
ク
」
に
代
表
さ
れ
る
輸
入
制
限
を
計
る
措
置
が
難

ら
れ
、
経
済
活
動
を
盛
ん
に
し
て
、
「
与
え
つ
つ
奪
い
」
繁
栄
す
る
経
済
の
行

く
手
に
黒
い
陰
が
み
え
は
じ
め
て
い
九
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
決
定
的
な
影
響
を

^
え
九
の
^
「
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
で
あ
っ
た
。

「
与
え
つ
つ
奪
う
」
経
済
活
動
に
行
き
づ
ま
り
の
生
じ
た
こ
と
を
知
る
や
、
経

済
界
は
、
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
社
会
的
使
命
価
偵
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
を
克

服
す
る
手
段
を
取
ろ
う
と
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
エ
ゴ
」
を
最

大
限
に
発
揮
す
べ
く
、
土
地
を
は
じ
め
、
す
で
に
社
会
的
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
占
有
を
計
り
、
そ
の
価
格
の
つ
り
上
げ
を
求
め
た
。
こ
れ
が
昭
和
四

十
六
年
以
来
の
「
買
い
だ
め
」
さ
わ
ぎ
と
な
り
、
昭
和
四
十
八
・
九
年
の
「
物

不
足
」
。
ハ
ニ
ッ
ク
と
な
っ
九
。

一
国
の
経
済
が
、
社
会
の
求
め
る
も
の
を
生
産
し
、
供
給
す
る
九
め
に
使
用

し
て
き
た
力
を
、
社
会
が
求
め
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
値
上
が
り
を
計
る

た
め
に
傾
注
す
る
よ
う
に
な
れ
ぱ
、
当
然
、
そ
こ
に
は
「
不
況
」
の
中
の
「
物

価
高
」
(
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
,
ン
)
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
を
「
奪
い
つ
つ
奪
う
」
経
済
と
名
付
け
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
一
点
張
り
の

社
会
と
呼
ぷ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

四

生
産
よ
り
も
分
配
に
、
与
え
る
こ
と
よ
り
も
奪
う
こ
と
に
勢
力
を
使
っ
て
い

る
限
り
、
経
済
的
な
「
不
況
」
も
、
社
会
的
「
不
公
正
」
も
、
拡
大
こ
そ
す
れ
、
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縮
小
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
物
価
と
不
安
は
い
や
が
上
に
も
急
騰
す

る
0
物
価
高
と
先
き
行
き
不
安
が
存
在
す
る
限
り
、
生
産
も
消
費
も
沈
滞
し
、
「
不

況
」
に
輪
を
か
け
る
。
こ
の
悪
循
環
を
自
力
で
た
ち
切
る
可
能
性
は
、
今
の
経

済
界
に
は
、
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
ず
、
実
質
賃
金
の
引
き
下
げ
や
生
産
制
限

な
ど
、
「
不
況
」
の
火
に
油
を
注
ぐ
、
姑
息
な
手
段
を
講
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
下
に
あ
っ
て
、
「
不
況
」
対
策
は
、
結
局
、
ケ
イ
ン
ズ
以
来
の
伝
統
を

受
け
つ
ぎ
、
政
府
(
財
政
)
主
導
型
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
財
政
は
、
「
不
況
」
の
中
で
大
き
く
落
ち
込
み
、
い
ま
や
火
の
車
同

然
で
あ
り
、
不
況
対
策
を
す
す
め
る
九
め
に
国
債
発
行
、
増
税
、
公
共
料
金
の

同
志
社
は
新
島
襄
を
は
じ
め
、
百
年
に
わ
た
る
諸
先
輩

の
努
力
に
ょ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
的
遺

産
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
九

州
熊
本
に
い
た
る
全
国
各
地
に
、
さ
ら
に
、
遠
く
ア
メ
リ

力
の
地
、
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
と
す
る
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
地
方
に
ま
で
も
、
新
島
襄
ゆ
か
り
の
多
く
の
遣
跡
を
現

存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
的
遺
物
・
遺
跡
を
、

百
年
を
迎
え
た
同
志
社
人
が
内
外
に
探
訪
し
、
カ
メ
ラ
の

眼
を
通
し
て
で
き
る
だ
け
広
く
記
録
し
、
さ
ら
に
現
在
の

同
志
社
の
生
き
た
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
と
ら
え
て
後
世
に

伝
え
た
い
意
図
の
も
と
に
、
写
真
集
『
同
志
社
一
 
0
0
年
」

創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
企
画
さ
れ
、

が
、
今
回
刊
行
を
み
た
わ
け
で
、
次
の
内
容
の
あ
る
写
真
が
、

現
在
可
能
な
限
り
の
優
秀
な
カ
メ
ラ
・
ワ
ー
ク
と
印
刷
技

術
を
通
し
て
、
編
さ
ん
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

引
き
上
げ
、
福
祉
見
直
し
(
切
り
捨
て
)
を
あ
え
て
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
事
態

に
立
ち
至
っ
て
い
る
。

か
く
て
、
エ
ゴ
一
点
張
り
の
経
済
の
下
、
国
民
の
生
活
は
、
こ
こ
し
ぱ
ら
く

大
い
な
る
犠
牲
を
強
い
ら
れ
、
一
層
の
節
約
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
に
は
限
度
が
あ
る
0
 
市
民
は
い
つ
ま
で
も
小
羊
の
よ
う
に
従
順
な
も
の
と
し

て
犠
牲
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
こ
の
辺
で
、
「
奪
う
L
体
制
か
ら
「
与
え
る
」

も
の
へ
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
、
経
済
活
動
の
在
り
方
を
百

八
十
度
転
換
さ
せ
る
主
体
と
な
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ

、
つ
に
思
、
つ
0

内

容
第
1
部
同
志
社
の
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
と
建
物

第
2
部
同
志
社
の
現
在

第
3
部
同
志
社
の
遺
跡
・
遺
物

総
ク
ロ
ス
貼
化
粧
ケ
ー
ス
付

頒
価
三
、
 
0
0
0
円
(
送
料
八
0
0
円
)

並
製
本
(
頒
価
九
、
0
0
0
異
送
料
八
0
0
巴
)

」
カ
ラ
ー
九
十
三
"

七
十
二
点

*
ニ

贄

§
辺

体

(
女
子
犬
学
教
授
・
経
済
学
・
家
庭
経
済
学
概
論
)

ノ
又

.
、
.

'..ぱ

高
級
美
術
印
刷
オ
フ
セ
ッ
ト
多
色
刷

な
お
、
『
同
志
社
一
 
0
0
年
』
の
別
冊
と
も
い
ぇ
る
『
同

志
社
1
そ
の
一
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』
(
上
製
本
.
並
製
本
)

も
同
時
に
刊
行
き
れ
た
。

学
校
法
人
同
志
社

日
本
写
真
印
刷
株
式
会
社

同
志
社
収
益
事
業
課

発
行
所

印
刷
製
本

発
売
方
法

写真集『同志社100年』刊行

裁

上豪
製
本華
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